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第１３２回教育研究評議会議事要録 

 

１ 日   時  平成２６年７月２５日（金）１３：５０～１５：４３ 

 

２ 場   所  事務局第１会議室 

 

３  議   事 

 (1) 教員の人事について 

（教員の個人情報を含む審議事項であるため非公開） 

    

(2) 原爆後障害医療研究所の改組について 

理事（国際・附置研究所担当）から，資料２に基づき，原爆後障害医療研究所の部門等を改組

することについて説明があり，審議の結果，了承された。 
 

(3) 附属施設の設置に係る基準等について 

理事（総務・財務担当）から，資料３－１及び資料３－２に基づき，新たに学部，研究科及

び附置研究所に附属する教育研究施設として附属施設を設置する際の基準及び申合せを定め

ることについて説明があり，審議の結果，異議なく了承された。 
 

(4) 原爆後障害医療研究所の附属放射線・環境健康影響共同研究推進センターの設置について 

理事（国際・附置研究所担当）から，資料４に基づき，原爆後障害医療研究所に附属施設とし

て放射線・環境健康影響共同研究推進センターを新たに設置することについて説明があり，審議

の結果，先に了承された基準に基づき，当該センターを附属施設として設置することが了承さ

れた。 
 

(5) 附属施設の設置に係る学内規則の改正について 

理事（総務・財務担当）から，資料５－１及び資料５－２に基づき，原爆後障害医療研究所に

附属する教育研究施設として放射線・環境健康影響共同研究推進センターを設置することに伴う

国立大学法人長崎大学基本規則等の一部改正について説明があり，審議の結果，異議なく了承さ

れた。 

 

(6) 外国人留学生後援会事業について 

理事（国際・附置研究所担当）から，資料６に基づき，本学の外国人留学生受入は増加傾向

にある一方，後援会の会員数及び会費収入は横ばいで，相対的には漸減傾向となっているため，

後援会事業の継続が非常に厳しい状況になりつつあることの説明があり，各部局等で後援会事業

の周知徹底に協力をお願いしたい旨の依頼があった。 
次いで，議長から，後援会への加入は強制ではないため，本学教職員の加入率を上げる仕組

みを検討する必要がある旨の説明があり，方策等について意見交換が行われた。 
 

４ 報告事項 

(1) 平成２５年度年度計画（教育研究等）の実施状況について 

理事（総務・財務担当）から，資料７－１及び資料７－２に基づき，平成２５年度年度計画

のうち，教育研究等に係る年度計画の実施状況及び進捗状況について報告があった。 
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次いで，理事（国際・附置研究所担当）から，年度計画を十分には実施していないと評価さ

れたものについて補足説明があった。 
 

(2) トビタテ！留学ＪＡＰＡＮ日本代表プログラムについて 

理事（国際・附置研究所担当）から，資料８に基づき，政府の日本再興戦略，産業界からの

ニーズを踏まえ，実践的な学びを重視した革新的な留学支援奨学金プログラムについて，平成２

６年度の本学を含む６大学の申請・採択状況に関する報告と，今後の本プログラムのスケジュー

ルに関する説明があり，各部局等における周知依頼と協力の要請があった。 
 

 (3) その他   

議長から，追加資料に基づき，７月２４日に開催された国立大学法人学長・大学共同利用機関

法人機構長等会議について，概要報告があった。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


